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結果の考察

(1)学習の成果がみえる問題

田の問四及び問六は、'登場人物の心情の変化を描写を基に捉える力をみる問題だが、
どちらも正答率は高く、学習の成果がみえる。文学的な文章を読むときには、文章の中

の時間的・空間的な場面の展開、行動や情景の描写などに注意しながら読むことを大切

にしたい。国の古典は、全体として正答率が高く、伝統的な言語文化に関する知識・技
能、古典に表れたものの見方や考え方を理解する力が身に付いていることがうかがわれ

る。引き続き古典の文章を音読し、古典特有のりズムを通して、古典の世界に親しんで

いきたい。国の作文は、資料に示された情報を整理し理解する力と、自分の考えを理由
を明確にしながら書く力をみる問題である。約 7割の受検者が 9 点以上得点しており 、

学習の成果がみえる。一方で、高等学校から「資料の読み取りを生かして自分の考えを

説明できていない」という報告も寄せられており、目的に応じて情報を整理した上で、

自分の考えが伝わる文章になるように工夫する態度を育てたい。

国 言五
日口

(2)課題がみえる問題

田の問五は、登場人物の設定の仕方にっいて、描写を基に捉える力をみる問題だが、
正答率が低く、課題がみえる。登場人物の人物像や相互関係を捉えるとともに、登場人

物の言葉や行動が話の展開などにどのように関わっているかを考える学習に取り組みた

い。国の問三は、指示する語句の内容を叙述を基に捉える力をみる問題だが、正答率が
5 割を下回り、課題がみえる。文章の中心的な部分と付加的な部分を正確に捉える学習

を心掛けたい。国の問五は、原因と結果など情報と情報との関係にっいて理解した上で、
叙述を基に要旨を把握する力をみる問題である。部分点を含め正答率が約 6割であるが、

高等学校から「対比の構造に注目して内容を読み取れていない」という報告が寄せられ

ている。説明的な文章を読むときには、文章の構造を踏まえて、キーワードやキーセン

テンスなどに留意して情報を整理し、・正確に要旨を捉え、それを的確に表現できるよう

な学習に取り組みたい。

2 今後の学習のボイント(授業改善のポイント)

a)国語で正確に理解し、適切に表現することができる

基礎的・基本的な知識及び技能の習得を図りながら、国語で表現された内容や事柄

を正確に理解することや、国語を使って内容や事柄を適切に表現することができる。

(2)主体的に読妻に取り組むことができる

知識を広げたり、自分の考えを深めたりすることができるよう、図書館を活用する

などして、主体的に読書に取り組み、集めた情報を活用することができる。

(3)授業者は、目指す資質・能力の確実な育成に向けた授業計画と評価の工夫を

授業者は、単元で育成する資質・能力を焦点化した年間指導計画を作成するととも

に、言葉による見方・考え方を働かせて深い学びを実現する学習過程を大切にし、資

質・能力の育成に適した言語活動の充実を図りたい。その上で、資質・能力が身に付

いたかどうかを適切な評価規準に基づいて評価し、指導の改善にっなげたい。
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結果の考察

(1)学習の成果がみえる問題

回の 3 は、日本の地域的特色にっいて、複数の資料を読み取り、読み取った内容か
ら思考・判断したことを適切に表現する力をみる問題だが、正答率が 9 割を超えてお

り、学習の成果がみえる。様々な資料を基に、多面的・多角的に考察したり、思考・

判断したことを説明したりする学習が十分に行われていることがうかがわれる。同の
1(3)は、現代の社会的事象の意味や意義を説明する力をみる問題だが、正答率が 7割

を超えており、学習の成果がみえる。政治に参加する権利を行使する良識ある主権者

として、主体的に政治に参加することにっいて、関心が高いことがうかがわれる。国
の 4、回の 5(2)は基礎的な知識をみる問題だが、正答率が 9 割を超えており、日常の
学習において、社会的事象に関する基礎的・基本的な知識の習得が図られていることが

うかがわれる。

、

社

(2)課題がみえる問題

回の 5 は、日本の諸地域の自然環境や産業にっいて、資料を読み取り、思考・判断す
る力をみる問題だが、正答率が低く、課題がみえる。様々な資料を活用して日本の諸地

域の地域的特色を捉える学習を大切にしたい。回の 1は、歴史の流れを問う問題だが、
正答率が低く、課題がみえる。事象の意味・意義や特色、事象間の関連を説明する活動

などを通して、我が国の歴史の大きな流れを、各時代の特色を踏まえて理解したい。 6

の 1(2)は、現代の社会的事象について、資料を基に、思考・判断する力を問う問題だ

が、正答率が低く、課題がみえる。経済に関する様々な事象や課題を捉え、考察する際

には、分業と交換、希少性などの概念的な枠組みに着目したり関連付けたりする学習を

心掛けたい。

2 今後の学習のボイント(授業改善のボイント)

(1)身近な社会的事象について説明したり議論したりすることができる

身に付けた基礎的な知識を活用して、社会的事象の意味・意義や特色、事象間の相

互の関連を説明したり議論したりすることができる。

(2)多面的・多角的に考察する学習に主体的に取り組み、学習の振り返りができる

持続可能な社会を築いていくために解決すべき課題について多面的・多角的に考察

し、構想(選択・判断)することができる。学習の振り返りを行うことで、自分の学

びや変容を自覚し、次の学びにつなげることができる。

(3)授業者は、適切な課題の設定と協働的な学びの充実を

授業者は、生徒の気付きや疑問を生かした単元を貫く課題(問い)を設定し、生徒

と課題(問い)を共有したい。また、多面的・多角的に考察し、公正に判断する力を

育成するため、協働的な学びや、思考・判断したことを表現し合う場を設定すること

を心掛けたい。さらに、社会的な見方・考え方を働かせることができるようにする発

問、問い返し等の教師の働きかけによって、社会科としての本質に迫る深い学びを実現

させたい。

会

゛
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1 結果の考察

(1)学習の成果がみえる問題

国の 2 は、二次方程式の解を求める力をみる問題だが、正答率が高く学習の成果がみ
える。解の公式を知り、二次方程式を解けるようになるだけではなく、解の公式が導か

れる過程を知ることも重視したい。回の才は、図形的な性質を捉え、作図する力をみる
問題だが、正答率が高く学習の成果がみえる。図形の対称性や図形を決定する要素に着

目し、見通しをもって作図できるようにしたい。回の 3(1)は、方程式を活用する力を
みる問題だが、正答率は 8割を超えており、学習の成果がみえる。一方で、高等学校か

らは「どの数量を文字で表すか示していない」、「文字の説明を正しく記述していない」

などの報告が寄せられている。方程式を活用するに当たっては、その立式の段階が重要

である。事象の中の数量や数量の関係を式に表現する力を身に付けたい。

数

(2)課題がみえる問題

回の 1(2)は、関数の特徴にっいて、式とグラフを相互に関連付ける力をみる問題だ
が、正答率が低く課題がみえる。関数の特徴を式やグラフで捉えるとともに＼それらを

相互に関連付けることで、関数にっいての理解を深めたい。回の 2 は、図形の性質を活
用し、事象を考察する力をみる問題だが、正答率が低く課題がみえる。図形にっいて見

通しをもって考え、見いだした図形の性質を具体的な場面で活用する力を身に付けたい。

国の 1は、三角形の相似条件などを用いて、論理的に証明する力をみる問題だが、 5割
以上得点した受検者は全体の32.2%であり、課題がみえる。結論に至るまでの過程を、

論理的に考察し表現する力を身に付けたい。

12M
子・

2 今後の学習のボイント(授業改善のボイント)

(1)学習したことを活用するために、数学的活動に主体的に取り組むことができる

授業での数学的活動を通して、基礎的・基本的な内容について実感を伴って理解

した上で、問題解決の方法を一人一人が見いだし、自立的、協働的に解決すること

ができる。

(2)授業以外の日常生活の様々な場面で、学習したことを活用することができる

授業の中だけでなく、日常生活の様々な場面でも、学習したことを積極的に活用

して考えたり判断したりすることができる。

(3)授業者は、生徒が学びを広げ深める数学的活動の充実を

数や式、図、表、グラフ等を関連付けて、論理的に思考したり、表現したりする活

動を通して、説明する力や記述する力を養いたい。また、生徒の思考過程を見取り 、

場に応じた働きかけを工夫することや、問題解決の過程や結果を振り返って、統合的

・発展的に考察する機会を大切にしたい。

、

、、
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1 結果の考察

(1)学習の成果がみえる問題

回の 2(1ル、回の 1は、第 1分野及び第 2分野にっいての基本的な知識をみる問題
であるが、正答率はいずれも約 9割と高く、学習の成果がみえる。学習の基礎となる科

学的な知識が定着していることがうかがわれる。国の 2(D、同の 1は、実験に関する
技能を問う問題であるが、いずれも正答率は8割を超えており、学習の成果がみえる。

実験操作を行う意味を正しく理解し、的確に表現する力が養われていることがうかがわ

れる。回の 1(1)b、回の 2 は、科学的な思考力、表現力をみる問題であるが、正答率
はいずれも約 8割であった。今後も、科学的な知識や概念を使用して考えたり説明した

りする学習活動を充実させるように心掛けたい。

理

(2)課題がみえる問題

回の 1、團の 2、 3、回の 4 は、観察、実験の結果を基に、思考し、判断する力をみ
る問題であるが、正答率が低く、課題がみえる。見通しをもって観察、実験を行い、得

られたデータを分析して解釈し、適切な判断を行うような学習活動を充実させるように

心掛けたい。同の 3(1)は、実験の過程を踏まえて、理科の学習で得た、知識及び技能を
活用して、思考し、判断する力をみる問題であるが、正答率が 3割を下回った。実験の

過程を重視し、実験の結果を科学的な知識と結び付けて考察するような学習活動を充実

させるように心掛けたい。同の 3 は、電磁誘導にっいて、自由落下と関連付けて思考し、
判断する力をみる問題であるが、正答率が 3割を下回った。科学的な根拠に基づいて議

論したり、日常生活や社会における科学の有用性を実感できるような場面を設定したり

して、科学的に探究する態度を養いたい。

科

2 今後の学習のポイント(授業改善のボイント)

(1)科学的な知識や概念を使用したり、日常生活や社会と関連付けたりできる

自然の事物・現象に関して、科学的な知識や概念を使用して説明したり、日常生

活や社会と関連付けて科学的に考察したりすることができる。

(2)見通しをもって観察・実験を行い、考察したことを科学的に表現できる

観察・実験の目的を自ら考え、根拠のある予想や仮説を立て、結果を見通した計

画が立案できる。観察・実験の結果を基に課題に正対した考察を行い、その内容を

科学的な概念を使用し、適切に表現することができる。

(3)授業者は、生徒の興味・関心を高めるとともに、科学的に探究する指導計画と、

指導と評価を一体化させた学習指導の工夫を

授業者は、生徒の興味・関心を高められるような事物・現象を題材にして、探究

の過程を効果的に位置付けた指導計画を作成したい。また、指導と評価の一体化を

図るため、学習の成立を促tための評価という視点を重視することによって、指導の

ねらいに応じて生徒の学びを振り返り、学習や指導の改善に生かしていくというサ

イクルを大切にしたい。
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1 結果の考察

(1)学習の成果がみえる問題

国の 2 は、学校生活などの話題に関する会話を聞いて、要点を聞き取る力をみる問題
だが、ア、イ、ウの全ての正答率が高く、学習の成果がみえる。授業での言語活動を通

して、聞き手として必要な情報や話し手が伝えたいことを、聞いて理解できるように

なっていることがうかがわれる。回の l a)は、正答率が高く、学習の成果がみえる。
基本的な言語材料を繰り返し使用することで、学習内容が確実に定着していることがう

かがわれる。回の 1は、対話文を読んで、図表を参考にしながら、内容を把握する力を
みる問題だが、 Xは 9割、 Y、 Z は 8割の正答率であり、学習の成果がみえる。社会生

活で使われる様々な形式の視覚情報なども参考にしながら、書き手が伝えようとしてい

る要点を把握する力が定着していることがうかがわれる。

→→一

央

(2)課題がみえる問題

国の 1 のNO.2は、日常的な話題にっいて、英語を聞いて、具体的な内容や大切な部分
を聞き取る力をみる問題だが、正答率が低かった。聞き取った情報を基に、思考して判

断するような学習を心掛けたい。回の 3(2)は、文構造を正しく用いて正しい語順で文
を構成する力をみる問題であるが、正答率は 5割を下回り、課題がみえる。授業などで

は、コミュニケーションの中で繰り返し言語材料を活用し、学習内容を定着させたい。

極]の 6 1、Ⅱは単に物語を読み取るだけでなく、「読むこと」と「書くこと」を統合的
に活用する問題であるが、正答率が低く課題がみえる。「読むこと」を通じて得た知識

などを活用し、「書くこと」を通じて発信できるようにしたい。

2 今後の学習のボイント(授業改善のボイント)

(1)学習した表現を活用しながら積極的にコミュニケーションを図ることができる

授業での様々な言語活動において、学習した表現を活用して、相手の考えを理解し

たり、自分の考えを積極的に伝えたりすることができる。

(2)英語で聞いたり読んだりしたことを基に、自らの考えや気持ちなどを英語で伝え

ることができる

授業での言語活動で「聞ぐこと」や「読むこと」を通して学んだことを基に、自

分の体験などと結び付けながら思考し、話したり書いたりして、自分の考えや気持ち

を英語で発信することができる。

(3)授業者は、育成を目指す資質・能力を明確にし、身に付けた知識及び技能を生徒

が選択しながら活用する学習活動の充実を

生徒の実態や学年・領域別の目標を基として、授業における明確な目標を設定し、

生徒と共有したい。また、言語活動を核とし、各領域で、思考・判断・表現するこ

とを繰り返す授業づくりを図りたい。
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令和4年度山形県公立高等学校入学者選抜実施状況

(入学定員・入学志願者数・合格者数等)

年度別比較

年

中学校卒業者数

度

県

入学定員

入学志願者等の数

平成30年度

倍

合格者等の数

10276

全

率

最終倍率

フ,080

平成31年度

充足率

日

市

6876

入学定員

入学志願者等の数

097

制

9798

6396

倍

合格者等の数

6840

令和2年度

096

6,426

率

903%

最終倍率

094

充足率

9,613

280

6,000

79.2%

入学定員

6,720

入学志願者等の数

340

令和3年度

093

6203

121

87フ%

計

倍

282

合格者等の数

092

9,112

280

5829

121

100.フ%

率

6,720

最終倍率

336

令和4年度

091

定

5,786

7β60

120

867%

充足率

7216

入学定員

11

282

086

入学志願者等の数

9β24

280

5,400

120

1007%

098

6,600

364

6,678

倍

085

合格者等の数

5,554

フ,120

130

80.4%

097

6762

283

率

907%

084

最終倍率

280

5261

130

101.1%

095

充足率

総

338

280

6282

083

入学定員

フ,000

121

797%

入学志願者等の数

127

094

計

6567

0.45

882%

282

倍

280

121

1007%

119

合格者等の数

094

331

280

6,112

0.44

(注)

( 1 )

率

425%

フ,000

1.18

最終倍率

124

092

6,124

フ,640

0.44

87.3%

282

充足率

7343

1.18

( 2 )
( 3 )
( 4 )
( 5 )

( 6 )

1007%

中学校卒業者数は、学校基本調査結果報告書の中学校3学年と義務教育学校9年生の
生徒数の合計とする。

入学志願者等の数=入学志願者数+併設型中学校から併設型高等学校への入学予定者数
倍率=入学志願者数÷入学定員
合格者等の数=合格者数十併設型中学校から併設型高等学校への入学予定者数
最終倍率=受検者等の数÷入学定員
受検者等の数=入学志願者等の数一取消・欠席者数
充足率=合格者数等の数÷入学定員XI00

122

087

280

5,682

0.44

096

436%

6880

127

6797

086

5885

フ,400

0.45

812%

095

6,886

89.0%

123

086

280

5543

0.45

093

439%

103

6,404

085

7280

037

806%

092

6,694

865%

102

280

037

092

36.4%

130

6235

7280

0.46

091

6227

856%

125

0.45

086

446%

5,784

フ,160

084

6,015

795%

084

5,668

083

立

立

合

θ
告



2 課程別・学科別

区

学

分

普通科

科

理数

人

入"学定員

1朶究

数

3360

前年度比

楽

体

日

80

240

制

業

受検者等の数

工業

人

0

40

商業

0

数

80

水産

2911

0

400

最終倍率

1,120

家庭

0

108

0

560

087

442

合格者数等の数

情報

総合学科

人

0

▲40

135

80

19

▲40

184

数

80

74

2935

048

229

40

充足率

0

通

工業

093

890

40

81

87.4%

総合学科

760

0

057

563

241

6880

1013%

王正

0

079

(注)

( 1 )

( 2 )

22

20

100.4%

0

200

▲40

101

49

74

▲ 120

50.0%

028

228

40

升

26

入学定員の増減はなし

受検者等の数=入学志願者等の数一取消・欠席者数
入学志願者等の数=入学志願者数十併設型中学校から併設型高等学校への入学予定者数

最終倍率=受検者等の数÷入学定員

合格者等の数=合格者数+併設型中学校から併設型高等学校への入学予定者数

充足率=合格者数÷入学定員XI00

( 3 )

( 4 )

( 5 )

925%

061

859

40

28

57.0%

0

280

065

47フ

▲ 40

506

フ,160

5838

767%

070

21

40

90.4%

063

105

49

263%

▲ 120

0

085

26

12

613%

053

28

8

65.0%

030

475

125

5543

5,963

70.0%

020

625%

045

105

806%

083

12

525%

8

30.0%

125

20.0%

5,668

446%

12

792%

合計

課
程

音

育
専
門
教
育
を
主
と
す
る
学
科

農全

護看

計合

普

合

定
時
制



3 推薦入学者選抜実施状況

区
課程

分
学科

入学定員

、

募集人員

白通

志願者数

3360

内定者数

理数

志願倍率

42

80

充足率

7

1栗究

7

240

0.17

音楽

167%

区

全

専門教育を主とする学科

40

体育

20

分

入学定員

80

農業

日

17

募集人員

64

全日制

400

17

志願者数

工業

085

68

制

1,,20

内定者数

96

85.0%

67

商業

志願倍率

1.06

85

276

6880

1047%

560

71

充足率

約868

323

水産

089

116

258

74.0%

865

80

198

家庭

1 17

696

100

24

126

935%

区

80

看護

171

14

課程

802%

108.6%

24

分

入学定員

入学定員

14

学科

40

情報

058

16

募集人員

全日制・定時制
総計

募集人員

12

583%

総合学科

志願者数

16

白通

志願者数

40

067

21

内定者数

定時制

内定者数

667%

200

10

志願倍率

12

工業

760

175

志願倍率

フ,160

充足率

3

100.0%

<注>

(1)志願倍率=志願者数÷募集人員

(2)充足率=合格内定者数÷募集人員XI00
_(3)推薦選抜で志願者があった学校

全日制:27校(前年25校)

65学科(前年60学科)
(4)募集人員(実施要項よの)

普通科(小規模校):30%以内

科理 20%程度(実施校なし)数
^

楽 :50%程度科白

80%程度科月

臓業に関する学科:30%以内
総合学科 :30%以内

※県外志願者受入れを実施する場合は50%以内
※募集人員の計は各校で定めた人員を単純に合計したものである

(5)連携型選抜は含まれていない

184

約868

40

総合

充足率

3

030

113

865

30.0%

40

105

量十

696

061

280

100

802%

57.1%

/

13

区
分計


